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12
月
１
日
、
仙
川
駅
前
公
園
か
ら
カ

ニ
山
ま
で
国
分
寺
崖
線（
古
代
多
摩
川
が

削
っ
た
崖
）を
た
ど
る
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
調
布
で
一
番
お
し
ゃ
れ
な
街
仙
川
か
ら
、

雑
木
林
を
抜
け
甲
州
街
道
を
渡
り
カ
ニ

山
ま
で
の
ル
ー
ト
上
に
は
紹
介
ポ
イ
ン
ト

の
他
に
も
み
ど
こ
ろ
満
載
！
　

    

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 　
若
葉
町
樹
林
・
入
間
町
樹
林
は
市
民

の
保
全
活
動
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
る
雑

木
林
で
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

実
篤
公
園　

武
者
小
路
実
篤
の
晩
年

の
邸
宅
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
湧
水
の

池
と
、
雑
木
林
の
庭
は
、
国
分
寺
崖
線

を
生
か
し
た
住
ま
い
で
し
た
。

　

山
犬
が
出
た
⁉　

江
戸
後
期
の
深
大

寺
参
詣
路

　

ほ
ぼ
二
百
年
前
の
文
化
十
二
（
一
八

一
五
）
年
四
月
、
十
方

庵
敬
順
と
い
う
江
戸
・

小
日
向
（
現
・
文
京

区
）
の
隠
居
僧
が

深
大
寺
に
参
詣

し
た
際
の
紀
行

文
が
、著
書『
遊

歴
雑
記
』
に

収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

敬
順
は
深

大
寺
へ
の
道

筋
を
こ
ん
な

ふ
う
に
記
録

し
ま
し
た
。

①
甲
州
街
道
を

下
仙
川
村
で
北

に
入
る
。
②
坂

を
下
っ
て
耕
地
に

出
る
が
、
ま
た
松

林
を
登
っ
て
林
を
通

る
。
③
お
よ
そ
一
里

（
４
キ
ロ
）
の
一
本
道

だ
が
人
家
は
な
く
、
茶
店
な
ど
も
な
い
。

④
か
つ
て
「
山
犬
」（
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
）

が
出
没
し
た
と
の
噂
を
聞
い
た
の
で
、

下
仙
川
村
で
案
内
人
を
雇
っ
た
。

　

下
仙
川
村
は
現
在
の
仙
川
町
・
緑
ヶ

丘
に
当
た
り
、
参
詣
路
は
滝
坂
で
甲
州
街

道
か
ら
分
岐
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
滝

坂
に
は
「
是
ヨ
リ
大
師
尊
参
詣
道
」
と

刻
ま
れ
た
高
さ
２
ｍ
30
㎝
の
石
造
道
標

（
一
八
二
〇
年
再
建
）
が
、
東
京
五
輪
の

た
め
の
道
路
拡
幅
時
ま
で
あ
っ
た
の
で
す

（
現
在
は
深
大
寺
境
内
に
移
転
＝
写
真
）。

戦
前
の
地
形
図
上
で
こ
の
参
詣
路
を
た
ど

る
と
、
地
図
の
「
参
詣
路　

そ
の
１
」
の
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石造道標

深大寺参道復元

紅葉のカニ山

12月1日土 [国分寺崖線ウォーク]ルート

スタート
仙川駅前公園

ゴール
カニ山

よ
う
に
な
り
ま
す
。「
山
犬
」
が
出
る
ほ

ど
寂
し
い
こ
の
ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
佐

須
街
道
か
ら
北
上
す
る
「
参
詣
路　

そ
の

２
」
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
崖
線
ウ
ォ
ー
ク
の
ル
ー
ト
は
、

つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
手
前
で
「
参
詣
路　

そ
の
１
」
を
通

り
ま
す
。
そ
の
辺
り
は
谷
筋
が
入
り
組

ん
だ
複
雑
な
地
形
で
、
敬
順
が
②
で
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
下
り
坂
と
上
り
坂

が
交
互
に
現
れ
ま
す
。

　
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
は
武
蔵
野
の
自
然

を
愛
す
る
蛍
澤
藍
川
（
本
名 

田
中
澤

二　

立
憲
養
生
會
創
始
者
）
が
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
数
千
坪
の
土

地
に
池
と
島
を
築
き
作
っ
た
庭
園
で
す
。

一
九
五
七
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、
弟
子

た
ち
が
「
ら
ん
せ
ん
池
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
一
九
七
四
年
か
ら
は
５
５
０
坪

余
り
が
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
湧
水
を
確
認

で
き
ま
せ
ん

が
、
一
九
四
二

〜
四
四
年
側
図

の
地
形
図
に
は
、

池
と
と
も
に
湧

水
の
マ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。

　
カ
ニ
山　

野

草
園
の
あ
た
り
が
谷
戸
地
形
（
谷
）
に

な
っ
て
い
る
た
め
湧
水
が
小
川
と
な
り
、

昔
は
そ
の
清
ら
か
な
水
に
ホ
タ
ル
が
舞

い
、
サ
ワ
ガ
ニ
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

相
手
で
し
た
。
こ
の
林
の
一
部
も
市
民

が
保
全
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
ず

り
坂
下
の
田
ん
ぼ
か
ら
見
る
紅
葉
風
景

は
一
見
の
価
値
あ
り
。

つつじヶ丘公園湧水マーク

２世紀
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が
国
は
「
豊
芦
原
瑞
穂
国
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
に
、
昔
は
列
島
中

に
ア
シ
が
生
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
東

京
都
中
央
区
の
地
名
に
日
本
橋
茅
場
町
や
日

本
橋
浪
花
町(
現
在
は
日
本
橋
富
沢
町
の
一

部)

、
日
本
橋
芳
町(
現
在
の
人
形
町
の
一

部)

な
ど
、
植
物
の
ヨ
シ
を
思
わ
せ
る
地
名

が
み
ら
れ
る
。

　

浪
花
町
は
大
阪
方

面
か
ら
の
回
船
が
多

く
着
い
た
場
所
で
、

明
治
時
代
に
難
波
町

か
ら
改
称
さ
れ
た
地

名
。
芳
町
は
江
戸
時

代
の
初
め
ご
ろ
ま
で

は
ヨ
シ
の
群
生
地
で
、

茅
場
町
は
江
戸
城
拡

張
工
事
の
折
、
神
田

橋
付
近
に
あ
っ
た
茅

商
人
が
移
住
し
た
地
。

　

ヨ
シ
は
葭ヨ
シ
ズ簀
を
編

む
だ
け
で
な
く
、
屋
根
を
葺ふ

い
た
り
、
古
く

は
枯
れ
た
ヨ
シ
を
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
。「
浪
速
の
ア
シ
は
伊
勢
の
ハ
マ
オ
ギ
」（
救

済
法
師
）
と
言
わ
れ
、
こ
れ
が
江
戸
に
な
る

と
、
ア
シ
は
「
悪
し
」
に
通
じ
縁
起
が
悪
い

か
ら
と
逆
の
意
味
の
「
良
し
、
吉
し
、
芳
」

に
通
じ
る
よ
う
に
名
を
換
え
て
、「
浪
速
の

ア
シ
は
江
戸
の
ヨ
シ
」
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
名
や
言
い
伝
え
が
残
る
ヨ

シ
は
温
帯
か
ら
熱
帯
に
か
け
て
の
湿
地
帯
に

広
く
分
布
し
て
い
る
。
主
に
河
川
の
下
流
域

や
汽
水
域
、
干
潟
の
陸
側
に
多
く
自
生
し
、

地
下
茎
を
伸
ば
し
、
し
ば
し
ば
広
大
な
ヨ
シ

原
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
は
流

れ
て
き
た
土
砂
が

た
ま
り
、
小
動
物

の
隠
れ
家
に
な
る

と
同
時
に
水
の
浄

化
の
働
き
を
し
て

い
る
。

　

多
摩
川
で
も
上

流
域
に
は
地
上
を

匍
匐
す
る
ツ
ル
ヨ

シ
が
自
生
し
、
中

流
域
か
ら
ヨ
シ
が

み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
下
流
域
で

は
ヨ
シ
が
優
先
す

る
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
で
は
葭ヨ
シ
ズ簀
の
需
要
は
減
少
し
た
が
、

ヨ
シ
原
の
自
然
浄
化
作
用
が
見
直
さ
れ
、
近

年
で
は
そ
の
復
元
が
行
わ
れ
る
地
域
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
葦
ペ
ン
、葦
笛
、ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
な
ど
木
管
楽
器
の
リ
ー
ド
、
そ
の
ほ
か
最

近
は
パ
ル
プ
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

花
の
履
歴
書
戸
部
英
貞（
絵
・
文
）

ヨ
シ（
蘆
・
葦
）
難
波
　
イ
ネ
科

＝
ア
シ
・
古
名
＝
ハ
マ
オ
ギ（
浜
荻
）
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農
家
は
お
盆
を
過
ぎ
る
８
月
15
日
後

に
や
っ
と
漁
に
で
ら
れ
る
。
投
げ
網
、

ビ
ク
、
箱
メ
ガ
ネ
、
足
中
（
ア
シ
ナ
カ
）

に
ヤ
ス
を
持
っ
て
で
か
け
る
。
昔
は
川

の
そ
ば
は
草
が
生
い
茂
っ
て
な
か
っ
た

の
で
、
や
り
や
す
か
っ
た
。
そ
の
時
に

よ
っ
て
４
〜
７
人
く
ら
い
で
出
か
け
る
。

網
を
投
げ
る
と
魚
は
真
っ
先
に
上
流
に

逃
げ
る
の
で
、
助
手
の
役
を
す
る
人
は

そ
ん
な
魚
を
発
見
す
る
と
ヤ
ス
を
刺
し

て
と
り
あ
え
ず
メ
ガ
ネ
の
中
に
入
れ
て

お
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
２
時
間
半
く
ら

い
続
け
る
。
鮎
も
20
匹
く
ら
い
と
れ
れ

ば
い
い
ん
だ
。

昔 の多摩川 　　 ⑩ 『榎本勉さんのお話』　
●昭和13年　上ゲ給（国領町あたり）生まれ

多摩川で当時とれた主な魚

ニゴイ：ダム（二ヶ領上河原堰）上流に棲む。調布
ではサイとかセイボウと呼んでいた。食べたこ
とはないがテレビ番組でこの魚を塩釜にしてい
るところを見た。

落鮎：狛江のダムの所に10月を過ぎて落鮎（産
卵のために流下する）をとりに行き、20匹くらい
とれたことがある（昭和30年くらい）。20cmを超
すアユで黄色っぽかった。 マルタウグイ：平成13年頃からワンドの先の浅い

流れに大量のマルタウグイがいるのを見たことがあ
る。船などが通ると飛び跳ねる魚だが、今は投げ網
をやる人、つり人の情報がないので増えているのか
分からない。骨が多い魚なのでカマボコの材料にす
るとか。当時とれた50cmくらいあるマルタウグイが
調布郷土博物館に剥製で保存されている。

Phragmites australis

カジカ：調布も昔はカジカの棲む場所があった。
染地の五本松公園の上流の方で、30坪ほどの深
めの丸いたまりのような所に水が少し流れてい
る。冬になるとそこに卵を産むので 2月頃とり
に行ったことがある。食べたことは無いが黄色
かった。花の履歴書の戸部先生も同じことを体
験しているらしい。



■
８
月
18
日
土 [

晴
れ] 

　
　
　

　　
参
加
９
名

 

林
内
巡
回

後
、
ク
ズ
の

伐
採
、
雑
木

林
広
場
・
落

葉
溜
め
周

囲
・
三
角
地

に
分
か
れ
て
下
草
刈
り
を
行
っ

た
。
今
年
２
回
目
の
三
角
地
の

草
刈
は
草
も
柔
ら
か
く
刈
り
取
り
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

■
９
月
15
日
土 [

大
雨] 

参
加
９
名

   

初
め
て
の
大
雨

の
中
、
新
た
な
取

得
地
で
竹
の
伐
採
・

ク
ズ
伐
採
を
行
っ

た
。
繁
茂
し
て
い

た
ク
ズ
を
伐
採
す

る
と
す
っ
き
り
し
た
。
伐
採
し
た
竹

は
粗
朶
柵
に
活
用
し
た
い
。

■
10
月
21
日
日  [

晴
れ]

参
加
10
名

　
台
風
24
号
の
被
害
の
確
認
を
行
っ

た
が
、
隣
の
民
有
地
か
ら
の
シ
ラ
カ

シ
は
太
い
幹
か
ら
折
れ
フ
ェ
ン
ス
を

倒
し
て
い
た
。
市
が
林
内
の
通
路
は

通
れ
る
よ
う
に
落
枝
や
倒
木
を
伐
採

し
太
い
幹
は
玉
切
り
し
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
11
月
の
活
動
は
山
積
み
さ

れ
て
い
る
枝
な

ど
の
処
理
を
す

る
予
定
。
全
員

で
植
生
調
査
を

行
い
、
ケ
ヤ
キ
・

ム
ク
ノ
キ
等
の

見
分
け
方
を
学

ん
だ
。（
安
部
）

■
８
月
７
日
火 [

曇
り] 

　
一
味
会
と
カ
ニ
山
会
員
数
名

で
ソ
バ
畑
に
つ
い
て
懇
談

■
８
月
11
日
土 [

晴
れ] 

　
　
　

　
　参
加
10
名　

キ
ャ
ン
プ
場
北
及
び
東
樹
林
東

の
ク
ズ
・
サ
サ
刈
り
取
り
。

■
９
月
８
日
土  [

晴
れ] 

　
　
　
　
　
　
参
加
10
名

東
樹
林
東
は
市
の
委
託
業
者
に

よ
り
、
実
生
苗
や
ヤ
ブ
ラ
ン
等
を
残

し
、
丁
寧
な
草
刈
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
。
全
員
で
ゴ
ミ
拾
い
と
ク
ズ
の

根
の
除
去
。キ
ャ
ン
プ
場
北
も
草
刈
。

暑
さ
の
た
め
昼
で
終
了
。

■
10
月
８
日
月 [

晴
れ] 

参
加
7
名

     

臨
時
作
業
　　
　
　

　

台
風
25
号

は
近
年
に
な

い
強
風
の
台

風
だ
っ
た
た

め
、
樹
林
の

被
害
も
甚
大

な
も
の
だ
っ

た
。
大
き
な

も
の
と
し
て

は
東
樹
林
中

央
付
近
の
ク
ヌ
ギ
の
大
木
の
枝
折

れ
。
ま
ず
は
大
枝
の
２
本
を
切
り
落

と
す
。
切
り
落
と
し
た
枝
を
丸
太
切

に
し
て
小
枝
と
分
け
１
か
所
に
積

む
だ
け
で
も
大
仕
事
。
他
の
樹
木

の
折
れ
た
枝
な
ど
も
処
理
し
て
午
後

ま
で
頑
張
っ
た
。

■
10
月
13
日
土 [

曇
り] 

参
加
９
名

　

ク
ズ
の
根
退
治
。
涼
し
く
な
っ
て

午
後
ま
で
の
作
業
。（
活
動
報
告
よ
り
）

■
８
月
12
日
日 [

曇
り] 

　
　
　

　
参
加
２
名

 

定
例
活
動
日
だ
が
お
盆
休
み

と
重
な
り
、
少
人
数
で
緑
地
内

外
の
清
掃
の
み
。

■
８
月
26
日
日 [

晴
れ] 

　
　
　

参
加
４
名　

臨
時
の
活
動
で
草
刈
り
。
北
側

の
隣
接
住
宅
の
フ
ェ
ン
ス
に

１
ｍ
以
上
の
高
さ
で
絡
ん
だ
ク

ズ
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
な
ど
を
集
中
的

に
除
去
。

■
９
月
９
日
日  [

晴
れ]

参
加
２
名

　

南
側
の
隣
接
住
宅
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
、
青
空
広
場
下
の
草
刈
り
。

当
該
地
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ハ
ル
ノ
ユ

キ
ノ
シ
タ
、
ス
ミ
レ
な
ど
が
混
在
し

て
い
る
の
で
、
背
の
高
い
も
の
か
ら

慎
重
に
刈
り
込
ん
だ
。

■
10
月
１
日
月  [

晴
れ] 

参
加
１
名

　

未
明
か
ら
台
風
24
号
の
暴
風
。
第

３
緑
地
で
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
倒

れ
て
外
周
道

路
を
塞
い

だ
。
緑
と
公

園
課
に
連
絡

し
、
午
前
中

に
除
去
し
て

も
ら
っ
た
。

高
所
に
引
っ

か
か
っ
た
折

れ
枝
な
ど
は
、
す
ぐ
に
は
処
理
で
き

な
い
。

■
10
月
14
日
日 [

曇
り] 

参
加
4
名

　
台
風
被
害
の
片
付
け
に
終
始
。
散

乱
し
た
枝
な
ど
を
集
積
す
る
と
、
人

の
背
丈
ほ
ど
に
。（
辻
・
大
村
）

■
９
月
２
日
日 [

雨] 

　
　
　

雨
天
中
止

■
10
月
７
日
月 [

快
晴] 

　
　
　

　
参
加
７
名

　

台
風
24
号
で
大
木
や
竹
が
折

れ
た
後
始
末
を
皆
で
し
た
。
第

１
緑
地
で
は
コ
ナ
ラ
と
ヒ
サ
カ

キ
を
、
第
２
緑
地
で
は
コ
ナ
ラ

と
竹
を
処
分
。

　

調
布
市
の
「
調
布
崖
線
若
葉

町
３
丁
目
緑
地
植
生
復
元
計
画
」
に

関
連
し
て
、
７
月
に
５
箇
所
で
表
土

流
出
対
策
・
裸
地
緑
化
の
実
験
を
行

い
、
メ
ヒ
シ
バ
等
が
根
付
く
成
果
を

確
認
し
た
。

　

調
布
市
か
ら
再
度
提
案
が
あ
り
、

10
月
の
活
動
日
に
検
討
し
た
。
会
と

し
て
第
１
緑
地
の
利
用
方
法
を
考
慮

し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
を
提
出
し
て
、

話
し
合
う
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
六
別
坂
落
ち
葉
搔
き
、

ゴ
ミ
拾
い
。（
N
O
K
）

■
８
月
26
日
日  [

晴
れ] 

　
　
　

　
参
加
５
名

 　
生
い
茂
っ
た
雑
草
に
閉
口
！

栗
の
木
周
辺
に
絞
っ
て
ひ
た
す

ら
草
刈
り
。

■
９
月
９
日
日  [

晴
れ] 

　
　
　
　

　
参
加
４
名

　

国
分
寺
崖
線
ウ
ォ
ー
ク
実
踏

調
査
南
。
凸
凹
森
の
会
か
ら
は

４
名
参
加
。
調
布
市
内
で
も
、

と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
地
形
も
異
な
り
、

歩
い
て
み
る
と
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

■
９
月
23
日
日  [

晴
れ]

参
加
９
名 

　
　
　

　
　
今
年
も
山
栗

が
沢
山
採
れ
ま

し
た
。
草
の
根

元
に
様
々
な
キ

ノ
コ
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
栗
拾

い
に
は
す
ぐ
飽
き
て
、
バ
ッ
タ
や
コ

オ
ロ
ギ
に
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
始
め

ま
し
た
。

■
10
月
28
日
日[

晴
れ] 

参
加
３
名

　

大
型
台
風
の
通
過
以
降
は
じ
め
て

現
地
に
。
大
木
が
倒
れ
る
と
い
う
被

害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
梢
の
大
き

な
枝
が
折
れ
て
落
ち
て
い
た
り
、
途

中
で
引
っ
か
か
っ
た
ま
ま
枯
れ
、
足

下
に
も
大
量
の
小
枝
が
散
乱
し
て
い

ま
し
た
。（
石
原
）

入間・樹林の会

カニ山の会

若葉緑地の会

若葉の森 3・1会

凸凹森の会
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台風により折れた竹や木の処分

ヨウシュヤマゴボウ 根付いた緑化方形枠
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編集後
　47号という中途半端な号からのデ
ザイン一新。2世紀 47 号とはつまり
147号のことで、初めはモノクロコ
ピーだったのを「1 度くらいカラー
で出したいね」と100号記念にカラー
にしたら病みつきに（？）。そこで生ま
れ変わって 2世紀というわけですが、
それまでは毎月気楽に出していたの
をカラーともなるとそうもいかず、
今回デザイナーさんに頼んだので、
さらに緊張感が…。この気分が記事
の面白さにつながることを祈って！！
（Ｋ）

●11 月11 日　日 9:30 ～12:00
● 12 月 9 日　日 9:30 ～12:00
　 リースづくりの会（日時未定）
●1月13日日 9:30～15:30

原則毎月第１日曜に若葉町３丁目第１・２緑地で保全
活動を行っています。参加希望者は直接現地へ。
●11 月 4日　日 9:30 ～12:00
● 12 月 2日　日 9:30 ～12:00

原則毎月第４日曜に上石原布田崖線緑地で保全
活動をしています。
●11月25日　日 9:30 ～12:00
　秋のイベント　リース作り
●12月1日　土 9:30 ～12:00
　国分寺崖線ウォーク参加
●1月27日　日 9:30 ～12:00
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ちょうふ   の自然だより
雑木林保全活動のスケジュール

入間・樹林の会

カニ山の会

毎月第３日曜に樹林の保全活動を行っています。
参加希望者は直接入間地域センターへ。
●11月18日　日 9:30 ～12 :30
● 12月16日日 9:30 ～12 :30
● 1 月 20日日 9 :30 ～15:30
　 植生調査・保全活動及び新年会

毎月第２土曜に自然広場で保全活動を行ってい
ます。参加希望者は野草園横に直接集合。
●11月10日　土　10:00 ～15 :00
●12月 8 日　土　10:00 ～15:00
● 1 月11 日日 10 :00 ～15:00
　山開きと新年会

則毎月第２日曜に若葉町３丁目第３緑地で保全活
動を行っています。参加希望者は直接現地へ。

若葉緑地の会

若葉の森3・1会

凸凹森の会

市民
発

この「ちょうふの自然だより」は 、ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、バックナンバーもご覧になれます。http://chofu-kankyo-shimin.org

※上の５団体の保全活動問合せは、調布市役所　「緑と公園課」　Tel. 042-481-7083 へ

　
今
回
で
５
回
目
と
な
り
調
布
市
で

市
民
が
保
全
す
る
樹
林
地
を
講
習
場

所
と
し
て
一
巡
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
午
前
中
の
松
井
一
郎
先
生
（
森

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
）
の
お

話
は
「
森
林
の
多
面
的
機
能
」
か

ら
始
ま
る
。
公
益
的
機
能
と
し
て

の
環
境
の
浄
化
や
保
全
、
物
質
生

産
と
し
て
の
木
材
や
医
薬
品
の
生

産
、
人
間
と
の
関
わ
り
機
能
と
し

て
文
化
歴
史
や
保
険
・
教
育
な
ど
。

そ
し
て
最
近
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
生
物
生
息
機
能
は
生
物
多

様
性
と
い
う
言
葉
で
私
達
も
広
く

知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
森
林
と
い
う
こ
と
ば
に
は
森
と

林
が
あ
る
が
、
森
は
自
然
の
ま
ま

で
林
は
人
の
手
が
入
っ
た
も
の
を

意
味
す
る
。
つ
ま
り
保
全
作
業
は

雑
木
林
の
遷
移
を
と
め
、
理
想
と

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
作
業
前
の
注
意
事
項
を
頭

に
入
れ
若
葉
町
第
２
樹
林
へ
と
移
動

し
様
々
な
作
業
の
コ
ツ
を
学
ん
だ
。

　
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
忘
れ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
今
回
も
な
る
ほ
ど

の
連
続
の
楽
し
い

講
習
で
し
た
。

す
る
状
態
に
保
つ
こ
と
で
あ
る
と

の
こ
と
。

　
理
想
の
状
態
と
い
う
の
は
個
人

の
好
み
や
社
会
状
況
に
よ
っ
て
も

変
わ
る
と
思
う
が
今
回
の
講
座
で

は
・
薪
炭
林
・
生
物
多
様
性
の
豊

か
な
森
・
高
木
景
観
林
（
林
床
は

低
木
や
草
本
で
覆
わ
れ
て
い
る
大

径
木
の
広
葉
樹
林
）・
階
層
構
造
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
雑
木
林
（
高

木
層
・
亜
高
木
層
・
低
木
層
・
草

本
層
な
ど
）
と
い
う
い
ず
れ
も
生

物
多
様
性
に
富
ん
だ
林
を
理
想
と

第 5回 安全講習会
～ボランティアのための
緑地の管理と安全作業～
10月27日　土　参加者 12名

松井先生の身支度は
首仕舞い袖仕舞い足
仕舞いのお手本。道
具はすぐにケースに
入れるようベルトに
吊るしておくこと。

↑倒れる方向を制御し
ながら引くためロー
プをかける。ネクタ
イのプレーンノットを
引き解け結びにした
通称「締め付け結び」

←受け口追い口
が見事並行に切
れている。直径
5cmほどの木は
受け口もノコ目
だけでよい。

↑ナタを使ってクイを作る時の姿勢。
棒を持つ手はまっすぐ伸ばして棒を斜
めに、ナタを持つ手は小指と薬指に力
を入れ耳のあたりからナタの重さで振
り下ろす。刃は棒に対して45度に切
り込むように。

↑クイを打ち込むときの安全確
保のためスリングを使用。

↑ノコ目を平行にするにはまず
手の上に乗せてバランスをと
り刃に合わせて切る。ノコを持
つときは手首に力が入らない
ようにし、なるべく体の中心で
切る。ノコの峰は持たないこと、
材を抑える手はノコ刃より10
㎝以上離すこと。


